
押絵画帖　松
ま つ だ

田雪
せ っ か

華　江戸末期～明治前期　資料番号 23200077

①
押
絵
の
名
工

松
田
雪
華
が
伝
え
る

江
戸
の
生な

り
わ
い業

　

扇
子
店
の
店
先
に
腰
か
け
る
女

性
客
に
、
商
品
を
案
内
す
る
店
の

男
女
。そ
の
傍
ら
で
、
扇
の
骨
組
み

に
絵
入
り
の
扇
面
を
貼
る
職
人
。

　

背
景
か
ら
浮
か
び
上
が
る
よ
う

に
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
た
人
物

た
ち
は
、
押
絵
―
―
中
に
綿
を
入

れ
て
膨
ら
み
を
持
た
せ
た
布
を
貼

り
つ
け
る
―
―
の
技
法
で
、
厚
み
を

も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

簡
略
化
さ
れ
た
彩
色
画
の
背
景

に
比
し
て
、
押
絵
の
部
分
は
衣
服

や
装
身
具
、
顔
の
表
情
や
髪
の
生

え
際
に
至
る
ま
で
精
巧
な
描
き
込

み
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

作
者
の
松
田
雪
華
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
活
動
し
た
押
絵

の
名
工
。本
作
は
、
江
戸
時
代
の
風

俗
や
生
業
の
様
相
を
題
材
と
し
た

12
枚
の
画
面
を
綴
っ
た
画
帖
で

す
。失
わ
れ
た
江
戸
の
営
み
の
み
な

ら
ず
、押
絵
が
か
つ
て
は
多
彩
な
作

品
を
生
ん
だ
人
気
の
ジ
ャ
ン
ル
で

あ
っ
た
こ
と
を
、本
作
は
今
日
に
伝

え
て
い
ま
す
。

（
学
芸
員　

春
木
晶
子
）

令
和
５
年
度

新
収
蔵
品
の
紹
介
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＊江戸東京博物館は大規模改修工事のため2025年度中（予定）まで休館しております。
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③
現
存
数
の
少
な
い
美
し
き
狂
歌
絵
本

　

桜
と
紅
葉
の
名
所
を
取
り
上
げ
、
訪
れ
る
女
性
た
ち
の
絵
と
狂

歌
と
で
構
成
し
た
色
摺
り
の
絵
本
で
す
。絵
は
歌
川
派
の
中
興
の

祖
で
あ
る
初
代
歌
川
豊
国
（
1
7
6
9
〜
1
8
2
5
）
が
手
が
け
、

狂
歌
は
大お
お
た田

南な
ん
ぽ畝

没
後
に
名
跡
を
継
ぐ
鹿し

か

都つ
べ
の部

真ま
が
お顔

（
1
7
5
3
〜

1
8
2
9
）が
率
い
た
数
寄
屋
連
に
よ
り
ま
す
。

　

狂
歌
と
は
滑
稽
や
機
知
を
趣
旨
と
す
る
短
歌
で
す
。天
明
期

（
1
7
8
1
〜
８
９
）に
社
会
的
ブ
ー
ム
と
な
り
、愛
好
者
た
ち
が
身
分

を
超
え
て
歌
を
詠
み
あ
っ
た
ほ
か
、歌
に
絵
を
添
え
た
作
品
集
を
出
す

こ
と
も
好
ま
れ
ま
し
た
。狂
歌
師
た
ち
と
交
流
の
深
か
っ
た
蔦
屋
重
三

郎
が
出
版
し
た
狂
歌
絵
本

が
よ
く
知
ら
れ
ま
す
が
、
本

資
料
は
芝
神
明
に
店
を
構

え
た
和
泉
屋
市
兵
衛
が
出

し
て
い
ま
す
。絵
師
と
し
て

駆
け
出
し
で
あ
っ
た
頃
の

豊
国
を
支
え
た
人
物
で
す
。

　

寛
政
期
の
江
戸
出
版
界

を
知
る
上
で
も
重
要
な
稀

本
で
す
。

　
　
（
学
芸
員　

丹
藤
真
子
）

令
和
５
年
度
も
多
く
の
博
物
館
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

国
際
会
議

　

当
館
で
は
2
0
2
3
年
（
令
和
5
）

度
に
、
二
つ
の
国
際
的
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立

博
物
館
で
行
わ
れ
た
I
C
O
M
（
国

際
博
物
館
会
議
）
内
の
国
際
委
員
会

の
ひ
と
つ
C
A
M
O
C
（
都
市
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
活
動
国
際
委

員
会
）の
年
次
会
議
で
す
。

　

も
う
一
つ
が
、
瀋し
ん
よ
う
こ
き
ゅ
う

陽
故
宮
博
物
院

で
行
わ
れ
た
日
中
韓
博
物
館
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
二
つ
の
会
議
に
参
加

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
博
物
館
が
担
う
地
域
課
題
や
使
命

な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
文
化
伝

承
・
保
護
へ
の
熱
い
想
い
や
現
代
、そ

し
て
未
来
へ
と
続
く
地
域
社
会
の
課

題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

今
回
は
参
加
者
と
直
に
対
話
す
る
こ

②
北
斎
晩
年
の
弟
子　
府
川
一
則
の
画
帖

　

府ふ
か
わ川
一か

ず
の
り則
（
初
代　

1
8
2
4
〜
1
8
7
6
）
は
、
戯げ

さ
く
し
ゃ

作
者

五ご
へ
ん
し
ゃ
は
ん
く

返
舎
半
九
の
長
男
で
、
12
歳
の
時
葛
飾
北
斎
に
入
門
し
ま
し
た
。

北ほ
く
れ
い嶺（

ま
た
は
北ほ

く
し
ん岑

）と
号
し
絵
師
の
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
北

斎
の
没
後
は
刀
装
具
の
下
絵
を
頼
ま
れ
て
い
た
縁
で
金
工
の
道
に
転

じ
ま
し
た
。一
則
の
号
は
、北
斎
の
別
号「
為い
い
つ一
」と
師
匠
筋
に
あ
た
る

名
工
遅ち
づ
か塚

久ひ
さ
の
り則

の
名
か
ら
一
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
画
帖
は
、
一
則
門
流
の
一
人
、
府
川
一か
ず
の
ぶ信

（
1
8
9
1
〜

1
9
7
9
）が
所
持
し
て
い
た
も
の
で
す
。一
信
の
父
は
信
州
諏
訪
の
宮

彫
師
宮
坂
家
の
出
身
で
一
則
に
入
門
、そ
の
子
一
信
も
二
代
・
三
代
一
則

に
師
事
し
て
昭
和
期
ま
で
彫
金
界
で
活
躍
し
ま
し
た
。一
信
は
、一
則
が

夜
仕
事
を
終
え
た
弟
子
た
ち
に
絵
を
描
き
与
え
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
い
う
話
を
父
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。一
則
の
画
か
ら
は
、師
北

斎
を
彷
彿
と
さ
せ
る
筆
致
が
う
か
が
え
ま
す
。（
学
芸
員　

落
合
則
子
）

雑
ざつえがちょう

絵画帖
府川一則（初代）／画
明治初期
資料番号 23000639

絵
え ほ ん く く り ぞ め

本纐纈染　歌川豊国（初代）／画
1794年（寛政6）　資料番号 23200001～23200002

新
収
蔵
品
の
紹
介

令
和
５
年
度

国
際
交
流

事
業
報
告

令  和
５年度



　
近
年「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」や「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、当
館
で
も
、「
あ
ら
ゆ
る
人
」の「
知

り
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
博
物
館
に
展
示
さ
れ
る
資
料
は
、
劣
化
や
破
損
を
防
ぐ
た
め
触
れ

な
い
こ
と
が
多
い
が
、
複
製
や
模
型
な
ど「
触
れ
る
資
料
」を
活
用
す

る
こ
と
で
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
様
々
な
人
が
楽
し
め
る
場

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。現
在
、
館
外
で
実
施
し
て
い
る「
え
ど
は

く
移
動
博
物
館
」で
は
、浮
世
絵
の
版
木
の
複
製
や
、歌
舞
伎
の
効
果

音
に
使
わ
れ
る
鳴
り
物
、
黒
電
話
な
ど
を
手
に
と
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
紹
介
し
て
い
る
。

　
障
害
の
あ
る
当
事
者
へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
運
営
者
の
立

場
か
ら
実
に
多
く
の
気
づ
き
が
あ
る
。視
覚
障
害
の
方
か
ら
よ
く
、

「
素
材
は
何
か
」と
い
う
質
問
を
受
け
る
。当
事
者
の
立
場
に
立
っ
て
、

改
め
て
物
に
触
れ
て
、
手
の
感
覚
を
使
い
な
が
ら
じ
っ
く
り
資
料
を

観
察
す
る
と
、普
段
、自
分
が
視
覚
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
て
い
る
こ

と
で
、う
っ
か
り
見
落
と
し
て
い
る
細
部
の
情
報
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

ま
た
、聴
覚
障
害
の
方
が
、黒
電
話
の
呼
び
鈴
の
音
を
、手
か
ら
伝
わ

る
振
動
で
確
か
め
る
の
を
見
て
、
触
覚
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
多
様

性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、「
障
害
」に
対
し
て「
で
き
る
／
で
き
な

い
」と
い
う
区
別
や
、「
興
味
の
あ
る
／
な
し
」を
一
方
的
に
押
し
付
け

て
し
ま
う
こ
と
な
く
、知
る「
手
段
」や
、興
味
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト
の
違

い
な
ど
、個
々
人
の
感
覚
の「
違
い
」を
理
解
し
尊
重
し
な
が
ら
、博
物

館
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
う
し
た
姿
勢

は
障
害
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
言
語
や
文
化
、
世
代
の
違

い
な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
係
性
に
お
い
て
も
通
ず
る
も
の
で

あ
る
。

　
す
で
に
多
く
の
博
物
館
で
、
字
幕
や
通
訳
、
触
れ
る

ツ
ー
ル
の
活
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、障
害
の
特
性
に

応
じ
て
必
要
な
支
援
を
講
じ
な
が
ら
、誰
も
が
参
加
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
人
が
博
物
館
と
い
う
場
を
共

有
し
な
が
ら
、自
分
に
合
っ
た
楽
し
み
方
の
選
択
肢
が
広

が
る
よ
う
に
、
今
後
も
様
々
な
人
と
の
交
流
を
と
お
し

て
、
支
援
の
在
り
方
や
ツ
ー
ル
の
開
発
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

上： 相撲絵の版木（複製）と「触れる浮世絵」活用の様子
下： 指先で触れてわかるよう図柄に凹凸を付けた「触れる浮世絵」（部分）

　
博
物
館
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
学
芸
員
　

津
田
紘
子
・
文

研 究 の

散 歩 道

と
が
で
き
ま
し
た
。W
e
b
で
は
な
く

対
面
で
の
交
流
を
継
続
す
る
意
義
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
学
芸
員　

高
橋
英
久
）

2023年日中韓博物館国際シンポジウム　瀋陽故宮博物院見学の様子
国際会議にも日常が戻ってきました。

2023CAMOC　年次会議の様子



図書室から
お知らせ

長期休館中の

図書室の  仕事 Vol.12

年報・紀要を読もう
　美術館や博物館の活動報告書をご覧になったことはあり
ますか？図書室では、主に江戸や東京に関する資料を収集し
ていますが、全国の美術館や博物館が発行する年報や紀要
も2,000タイトル以上所蔵しています。年報にはその年に開
催された展覧会の概要や入館者数、館の取組みなどがまと
められています。紀要では職員等が研究成果を発表していま

す。各地の美術館・博物館がどのような活動を行っているか
ぜひ一度ご覧になってみて下さい。
　大規模改修工事もい
よいよ大詰め。リニュー
アル準備室での図書資
料閲覧サービスは12月
中をもって終了の予定で
す。ご利用の方はお早め
にご予約をお願いします。

休館情報

伝統芸能公演

展覧会のお知らせ

■近代版画の東京展（仮称）
　会期：2024年11月6日（水）～2025年2月1日（土）
　会場：パリ日本文化会館

■「北斎と広重　冨嶽三十六景への挑戦　
　江戸東京博物館コレクションより」
　大分県立美術館（2024年7月26日（金）～9月8日（日））

■巡回展「どうぶつ百景−江戸東京博物館コレクションより」
　山梨県立博物館（2024年7月13日（土）～9月2日（月））

■巡回展「Quizknockと巡る江戸東京博物館展」
　岡崎市美術博物館（2024年7月13日（土）～9月23日（月・休））
　静岡市歴史博物館（2024年10月5日（土）～12月15日（日））

■館外展示「出張！江戸東京博物館」
　会期：2025年2月22日（土）～2月26日（水）
　会場：東京都美術館

当館は2022年（令和4）4月1日から2025年（令和7）度（予定）
まで大規模改修工事のため休館中です。休館中も館外の他会場
等を活用した事業を実施しています。詳細につきましては確定次
第、ホームページや SNS 等でお知らせいたします。

「観る・学ぶ・楽しむえどはくスペシャル公演」 と題して伝統芸能公
演を年4回都内ホールにて開催します。

第1弾　「日本舞踊とクラシックとの出会い」
■ 2024年7月20日（土）　①14:00～
■ 2024年7月21日（日）　①11:00～ （お子さま向けレクチャーコーナーあり）　
　　　　　　　　　　　 ②15:00～　
会場：墨田区曳舟文化センター　入場料：無料 ※事前予約制

第2弾　「はじめての三曲と体験教室」
■ 2024年8月12日（月・休）
　 ・ 体験教室（箏・尺八）　①13：00～　②13：30～
　 ・ 公演「はじめての三曲」　15：00～
会場：江東区亀戸文化センター　
入場料：無料 ※事前予約制

公演の詳細は当館ＨＰにてお知らせします

2022年度に続き、パリにて江戸東京博物館の収
蔵品展の第２弾を開催します。これまでパリで大き
く紹介されてこなかった新版画などの日本近代版
画により、1920～40年代の東京の近代化を紹介。
パリの秋の展覧会シーズンに江戸博コレクション
の名品を世界に発信します。
※最新の情報は当館のHPにてお知らせします。

2025年も江戸東京博物館が上野に出張します。本展では、常設展示でお
なじみの「千両箱」や「人力車」などの体験模型を中心に、その関連資料を
展示します。また特集展示として、時代とともに変化する上野の風景につ
いて、錦絵や絵葉書などから紹介します。多彩な江戸博コレクションをご
覧いただき、江戸東京の歴史と文化を体感していただけますと幸いです。

シリーズ累計19万ダウンロードを突破したハイパー江戸博の第3弾「日本
橋繫昌記　江戸のお金編」が4月22日にリリースされました。本作の舞台
は江戸日本橋。芝居小屋・魚河岸・三井越後屋といった、一日に千両も稼
ぐと言われた場所が3箇所もあった江戸の中心地です。本作では従来の収
蔵品をあつめる要素に加えて、日本橋エリアで働き収入を得て、モノを買い
お金を支払うといった新要素が加わりました。当時の資料をもとに3DCG
で再現した日本橋の街並みを駆け巡りながら、江戸時代のお金事情を是
非楽しく学んでみてください。

はじめての三曲（2023年度公演）

スマートフォンアプリ

アプリのダウンロードは
こちらから

第3弾「ハイパー江戸博　日本橋繫昌記　江戸のお
金編」をリリース！

日本橋（夜明）　川瀬巴水　
1940年（昭和15）　
資料番号 92200814
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